
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）と 

日
本
の
歴
史
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
歴
史
的
に
も
、
現
在
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。
筆
者
は
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
２
０

２
０
年
１
月
ま
で
ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）の
総

裁
と
し
て
家
族
と
と
も
に
マ
ニ
ラ
に
赴
任
し
て
７
年

間
を
過
ご
し
、
そ
こ
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
を
頻
繁

に
訪
問
し
た
の
で
、
と
り
わ
け
親
近
感
を
持
っ
て
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
と
一
く
く
り
に
さ
れ
が
ち
で
あ
る

各
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
と
文
化
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
て
き
た
。

　

戦
後
の
日
本
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
反
省
も
あ

っ
て
、
賠
償
や
援
助
を
含
め
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
発

展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。

１
９
６
６
年
に
発
足
し
た
Ａ
Ｄ
Ｂ
も
、
最
初
か
ら
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
支
援
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。

１
９
７
７
年
の
マ
ニ
ラ
訪
問
時
に
福
田
赳
夫
首
相
が

発
表
し
た
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
は
、
日
本
が
軍
事

大
国
に
な
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
の
平
和
で
対
等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
る
と
い
う
も
の
で
、
今
考
え
て
み
る

と
当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
日
本
へ
の
信
頼
が
確
立

し
て
い
な
い
時
期
に
は
外
交
上
、
大
き
な
意
味
を
持

っ
た
。

　

か
つ
て
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
間
に
は
、
大

き
な
経
済
格
差
が
あ
り
、
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

に
高
度
な
工
業
製
品
を
輸
出
し
、
資
源
や
労
働
集
約

的
な
製
品
を
輸
入
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
日

本
か
ら
の
直
接
投
資
や
援
助
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

工
業
化
、
開
発
を
助
け
た
。
し
か
し
、
今
や
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
は
成
長
が
著
し
く
、
所
得
や
技
術
の
レ
ベ

ル
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
は
双
方

向
に
大
き
く
発
展
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
全
体
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
３
兆
ド
ル
を

超
え
て
日
本
の
６
割
、
中
国
の
４
分
の
１
以
上
に
達

し
、
人
口
も
６
億
７
千
万
人
の
巨
大
な
経
済
圏
だ

（
２
０
１
９
年
の
デ
ー
タ
）。
今
後
の
成
長
の
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
。
各
国
で
中
間
層
が

拡
大
し
て
お
り
、
電
化
製
品
な
ど
の
耐
久
消
費
財
か

ら
化
粧
品
や
衣
料
な
ど
の
非
耐
久
消
費
財
ま
で
消
費

意
欲
が
非
常
に
強
い
。
生
産
設
備
、
都
市
イ
ン
フ
ラ

を
含
め
て
さ
ら
な
る
投
資
の
ニ
ー
ズ
も
大
き
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
は
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。

人
口
は
、
２
億
７
千
万
の
大
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
、

人
口
40
万
の
王
国
で
あ
る
ブ
ル
ネ
イ
ま
で
、
ま
た
１

日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
理
事
長

前
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
裁

中なかお
尾
武たけひ

こ彦
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特集 新時代の日ASEAN関係
─連携と協創による持続可能な社会の実現に向けて

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
進
出
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

　

人
の
行
き
来
に
も
さ
ら
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
５（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
）と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
か
ら
の
訪
日
客
は
２
０
１
９
年
に
は
３
８
０
万
人

で
10
年
前
の
58
万
人
か
ら
６
・
５
倍
に
増
え
て
お
り
、

全
体
の
３
１
９
０
万
人
の
12
％
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
へ
の
外
国
人
留
学
生
は
２
０
０
９
年
の
13

万
３
千
人
か
ら
２
０
１
９
年
に
は
、
31
万
２
千
人
に

増
え
た
が
、
そ
の
う
ち
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
学

生
は
全
体
の
55
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
か
ら
見
る
と
、
文
化
や
自
然

が
豊
か
で
、
四
季
が
あ
り
、
安
全
で
食
事
が
お
い
し

い
日
本
は
、
極
め
て
魅
力
的
な
観
光
地
と
な
っ
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ミ
ン
ゲ
ス
財
務
大
臣
は
、
遠

藤
周
作
な
ど
の
日
本
の
小
説
を
愛
好
す
る
知
日
派
だ

が
、
年
に
何
度
も
日
本
を
訪
問
し
て
い
て
、
伊
万
里

焼
に
惚
れ
込
ん
で
佐
賀
県
の
観
光
大
使
に
ま
で
任
命

さ
れ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｂ
総
裁
と
し
て
初
め
て
の
出
張
で
は

タ
イ
に
行
っ
た
が
、
そ
の
際
に
夕
食
会
を
催
し
て
く

れ
た
キ
テ
ィ
ラ
ッ
ト
財
務
大
臣
が
、
日
本
の
都
市
ほ

ど
清
潔
で
美
し
い
街
は
な
い
と
言
っ
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
、
今
や

日
本
は
信
頼
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

　

成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
、
中
国

の
存
在
感
が
大
き
く
な
る
中
で
、
ア
ジ
ア
の
安
定
と

繁
栄
へ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。
日
本
と
し
て
も
、
官
民
を
問
わ
ず
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
さ
ら
に
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
多
く
の
国
で
か
つ
て
日
本
は
最
大

の
輸
出
先
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
中
国
が
置
き
換
わ

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
輸
出

の
８
％（
２
０
１
９
年
）を
占
め
、
中
国
、
米
国
に
次

ぐ
輸
出
先
だ
。
今
は
む
し
ろ
日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
か
ら
活
力
を
も
ら
う
立
場
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
日

本
の
輸
出
先（
２
０
１
９
年
）と
し
て
15
％
を
占
め
、

米
国
の
20
％
、
中
国
の
19
％
に
次
ぐ
。
こ
れ
か
ら
も
、

市
場
と
し
て
の
価
値
は
高
ま
っ
て
い
く
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
る
が
、
新
た
な
成
長
の
芽
も
育
て
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ

ー
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
、
配
車
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
次
々
に
生
ま
れ
て
い
る
。

世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
は
、
電
子
・
電
機
製

品
の
製
造
拠
点
が
集
積
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
財
輸
出

を
押
し
上
げ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
比
率
が

10
％
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
各
国
に
と
っ
て
ソ
フ
ト

の
輸
出
も
成
長
分
野
だ
。

　

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
官
民
で
協
力
で
き
る
分
野

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
再
構
築
、
社
会
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
た

く
さ
ん
あ
る
。
日
本
の
企
業
は
、
デ
ジ
タ
ル
関
係
の

製
品
を
含
め
、
チ
ャ
イ
ナ
＋
１
な
ど
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
生
産
地
、
調
達
先
の

移
転
を
進
め
て
い
る
。
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

中
に
も
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
分
野
で

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
６
万
５

千
ド
ル（
日
本
は
４
万
ド
ル
）に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

は
１
３
０
０
ド
ル
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
宗
教
や
元

の
宗
主
国
も
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
10
カ
国
が
、
１

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
、
市
場
志
向
の
政
策
を
進

め
て
き
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
財
務
大
臣

会
合
な
ど
に
出
る
と
、
多
く
の
大
臣
が
英
語
で
自
由

に
会
話
し
、
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
る
。

　

２
０
２
０
年
11
月
15
日
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
計
15
カ
国
は
「
地
域
的
な
包
括
的
経

済
連
携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）」
の
署
名
に
こ
ぎ
着
け
た
。
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
は
、
人
口
、
経
済
、
貿
易
の
い
ず
れ
も
世
界

の
３
割
を
カ
バ
ー
す
る
世
界
最
大
規
模
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ

Ａ
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
や
電
子
商
取
引
も
対
象
と
し

て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
主
体
的
に
準
備
し
、
日
本

も
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
も
の
だ
。

　

喫
緊
の
課
題
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
。
同
国
は
、
２
０

０
８
年
に
自
ら
が
始
め
た
民
主
化
、
経
済
改
革
に
よ

っ
て
米
国
な
ど
か
ら
の
制
裁
解
除
に
繋
げ
、
国
際
社

会
と
の
関
与
を
復
活
さ
せ
た
。
日
本
を
は
じ
め
各
国
、

Ａ
Ｄ
Ｂ
や
世
界
銀
行
か
ら
の
資
金
支
援
、
直
接
投
資
、

貿
易
の
拡
大
で
最
近
は
高
い
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
の
進
展
を
逆
転
さ
せ
る
よ

う
な
軍
部
の
暴
挙
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

い
う
連
合
体
に
と
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
状
況
に
ど

う
対
応
す
る
か
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
投
げ
掛
け

て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
最
大
の
援
助
国
で
あ
り
、

企
業
に
よ
る
投
資
を
拡
大
し
て
き
た
日
本
も
積
極
的

な
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
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